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＜はじめに＞

2010年４月から新人看護職員の臨床研修が努力

義務となった。A病院では、2010年から地域貢

献の一環として、他施設の新人看護師を対象と

した研修（以下、他施設新人看護職員研修）を

実施してきた。研修の実践が研修目標①根拠に

基づいた看護技術の習得②アセスメントの重要

性の理解に到達できたかについて、2014年度の

実践を分析し報告する。

＜方法＞

本研修プログラムの特徴：①他施設の新人看護

師のみを対象にしている②各施設の先輩看護師

に同伴してもらい、職場との乖離が生じないよ

うに配慮している③認定看護師等の専門的で最

新の内容を講義・演習に取り入れていることで

ある。

研修方法：４月～９月の期間で１日６時間４回

の日程で行った。１回目２回目はA病院の看護

師が指導を担当し、基本的な看護技術を３～４

名のグループで１日４項目実施した。３回目４

回目は、救命救急の実際や褥瘡の予防、摂食嚥

下障害看護など、各専門分野の看護師が講師を

担当し講義・演習を行った。

評価方法：2014年度の研修に参加した４施設の

受講者３１名のうち、同意を得られた研修者１

６名および同伴した先輩看護師５名について、

研修後のアンケートを単純集計した。自由記載

欄は、内容の類似性に基づき集計した。倫理的

配慮として研究者の所属する施設の倫理委員会

の承認を得た。

＜結果と考察＞

研修者のアンケート結果では、研修内容と指導

者の説明の理解について、全員が「できた」

「ある程度できた」と回答し、その理由は「指

導が丁寧で疑問が解決した」「あいまいな知識

技術の再確認ができた」であった。

研修目標達成についての自己評価は、目標①②

ともに「できた」「ある程度できた」が87%～

100％であり、研修での学びの自由記載では、

「看護の基本・根拠の大切さ」「患者の安全・

安楽な援助」「アセスメントに基づく援助」の

重要性が学べたと述べていた。以上のことから

研修目標は達成した。

また、先輩看護師のアンケート結果では、研修

の進め方や指導者の指導の仕方について、「参

考にしたい」「学びになった」と意見を述べて

いた。

研修では演習項目は限られるが、研修者は根拠

やアセスメントの重要性に気づいていた。

このことは、自施設での根拠に基づいた個別性

のある看護実践につながると考える。本研修で

は、根拠とアセスメントの重要性の理解に目標

をおくことが妥当であると考える。
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